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【
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
】

▼
支
え
合
い
の
実
態
を
マ
ッ

プ(

地
図)

に
書
き
起
こ
す

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の

中
で
あ
っ
て
も
、
土
淵
町
に
は

地
域
の
つ
な
が
り
が
ま
だ
ま
だ

し
っ
か
り
と
あ
り
、
互
い
に
日
々

の
見
守
り
や
支
え
合
い
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
〝
す
ご
い
な
あ
〟

と
感
じ
ま
す
。
こ
の
支
え
合
い

の
力
（
地
域
力
）
を
、
で
き
る

だ
け
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

は
、
住
民
相
互
の
支
え
合
い
の

実
態
を
地
図
上
に
書
き
起
こ
し
、

み
ん
な
で
確
認
（
可
視
化
）
す

る
手
法
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
現
状
の
地
域
支
え
合

い
の
力
を
活
か
し
た
話
し
合
い

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

▼
過
去
の
被
災
体
験
も

地
図
上
で
共
有

令
和
二
年
度
に
実
施
し
た

「
高
齢
者
等
見
守
り
体
制
構
築

事
業
」
に
よ
っ
て
、
要
介
護
者

や
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
な

ど
、
災
害
時
に
お
い
て
特
に
配

慮
が
必
要
な
人
（
避
難
行
動
要

支
援
者
）
の
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
土
淵
町
で
は
、
こ
の
調

査
後
の
展
開
と
し
て
前
述
し
た

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
淵
町
は
、

平
成
二
十
八
年
に
発
生
し
た
台

風
10
号
に
よ
る
被
害
が
記
憶
に

新
し
く
、
消
防
団
員
要
介
護
者

を
背
負
っ
て
避
難
し
た
こ
と
な

ど
、
当
時
の
被
災
経
験
や
具
体

的
な
被
災
箇
所
を
確
認
し
な
が

ら
、
避
難
行
動
要
支
援
者
世
帯

を
地
図
上
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

住
民
相
互
で
の
避
難
支
援
の
必

要
性
や
、
そ
の
実
情
を
地
域
の

中
で
確
認
し
た
り
話
し
合
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
自
分
達
の
地

域
の
支
え
合
い
の
力
（
地
域
力
）

に
気
づ
い
て
い
き
ま
す
。

▼
住
民
同
士
の
共
助
と

福
祉
が
一
体
と
な
っ
て

同
じ
町
内
で
も
、
地
域
に
よ
っ

て
集
落
の
規
模
や
、
災
害
の
危

険
度
は
異
な
り
ま
す
。
身
体
的

ケ
ア
や
移
送
車
両
な
ど
の
福
祉

的
支
援
を
要
す
る
方
も
お
り
、

そ
の
状
況
は
年
々
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
住
民
同
士
の
共
助
に

よ
る
避
難
行
動
と
、
福
祉
的
支

援
に
よ
る
避
難
行
動
が
一
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
は
、
今
後
も
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

※生活支援コーディネーターの活動を紹介します。

制作：遠野健康福祉の里健康長寿課包括支援係・福祉課福祉総務係（支え合い支援担当） TEL 62-5111（代表）

TOWN DATA

－ 土淵町 －
（令和3年7月末現在）

人 口 1,977人
（うち65歳以上人口 ８６４人）

世帯数 ７４８世帯
（うち高齢者一人世帯 １２６世帯）
（うち高齢者二人世帯 １７０世帯）

令和３年８月号もくじ ・・・ P１ 「防災を起点にした地域づくり・支え合い」（土淵町） ／
P２~３ 子どもたちの心に届け（地域包括支援センター） ／P４ 「地域防災に関する情報交換会を開催」（福祉課）

「
防
災
を
起
点
に
し
た
地
域
づ
く
り
・
支
え
あ
い
」

～
『
防
災
』×

『
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
』
～

丸
ご
と
相
談
窓
口
土
淵
地
区
担
当

小
山

剛

平成28年10号台風では、防災拠点である栃内
地区コミュニティ消防センターも被災した

マップづくりの様子



▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

住
み
慣
れ
た
地
域
や
、
家
で
暮
ら
し

た
い
と
思
う
気
持
ち
は
、
誰
し
も
が
抱

く
感
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

は
、
認
知
症
の
方
で
あ
っ
て
も
同
じ
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
市
で
は
、
認
知
症

へ
の
社
会
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
』
と
い

う
自
治
体
等
が
実
施
す
る
養
成
研
修
を

受
講
済
み
の
方
が
講
師
役
を
担
い
ま
す
。

▼
孫
世
代
の
認
知
症
講
座
の
開
催

毎
年
、
市
内
全
小
中
学
校
に
講
座
開

催
の
希
望
調
査
を
し
て
お
り
、
昨
年
度

は
三
つ
の
小
学
校
、
お
よ
び
二
つ
の
児

童
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
市

内
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

（
以
下
、
在
介
相
談
員
）
が
務
め
ま
す
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
参
加
型
の
講
座
は
残

念
な
が
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ

ラ
リ
と
光
る
演
技
で
紙
芝
居
や
、
手
作

り
の
脳
の
模
型
、
記
憶
の
壺
な
ど
を
用

い
、
視
覚
に
訴
え
る
こ
と
で
子
ど
も
達

が
楽
し
み
な
が
ら
認
知
症
を
理
解
で
き

る
よ
う
工
夫
を
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し

た
。
受
講
し
た
子
ど
も
達
に
は
、
受
講

の
証
（
あ
か
し
）
と
し
て
、
在
介
相
談

員
が
手
作
り
し
た
〝
し
お
り
〟
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
る
ほ
か
、
受
講
済
み
の
子

ど
も
が
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
ス
テ
ッ

カ
ー
を
学
校
に
掲
示
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。今

年
度
も
四
つ
の
小
学
校
と
一
つ
の

中
学
校
か
ら
開
催
の
意
向
が
あ
り
、
す

べ
て
の
学
校
で
開
催
予
定
で
す
。
子
ど

も
達
が
楽
し
み
な
が
ら
、
認
知
症
に
つ

い
て
の
知
識
を
正
し
く
習
得
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
講
座
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
み
ん
な
で
学
ぼ
う
、
認
知
症

遠
野
市
で
は
、
「
孫
世
代
の
認
知
症

講
座
」
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
、
企
業

お
よ
び
地
域
住
民
の
方
を
対
象
に
し
た

講
座
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
遠
野
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
た
く
さ
ん

の
市
民
の
方
に
持
っ
て
い
た
だ
き
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

～孫世代の認知症講座(キッズサポーター養成講座）～

土淵小学校

認知症サポーター講座を開いてみませんか

・参加者の人数は問いません
・企業、自治会、サークルなどどん な集まりでも可能です
・講師派遣に係る負担金は不要
・講座修了者には、テキストとオレンジ リングを進呈します
・物忘れ相談プログラム（物忘れ度合いテスト）
体験も行っています

手作りの脳の模型を用いて、在介相
談員が分かりやすく説明します

手作りのしおりには、
在介相談員からのメッ
セージが添えられてい
ます

□お気軽にお問い合わせください
遠野市地域包括支援センター
でんわ 0198-62-5112
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鱒沢小学校

私たちは、

「にんちしょう」

について学んだ

キッズサポーター

です！



宮守小学校綾織児童館小友児童クラブ
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と お の し しょうがくせい ちゅうがくせい

わたし にんちしょう つま つま いもうと か い ご か ぞ く もの

と お の し しょうがくせい ちゅうがくせい にんちしょう

まな き す ば よろこ

い にんちしょう なお くすり し んこう

おく くすり て い ど にんちしょう せっ かた

よ にんちしょう たの く

にんちしょう せっ かた ま ご せ だ い にんちしょう こ う ざ

まな

にんちしょう ひと こ だ い す にんちしょう

と お の にな て みな

おのでら よしひろ (陸前高田市在住)

ご自身の奥様が認知症になり、約13年間の介護を経て看取り

ました。その後自身の介護の経験を役立てたいという思いから

認知症の人と家族の会岩手県支部の代表に就任。現在は顧問と

なりましたが、遠野市には10年程前から隔月で家族の集いに来

て頂いております。

ま ご せ だ い に ん ち し ょ う こ う ざ まな

介護者同士が交流することでお 互いの 悩み

や不安を分かち合い、また、正しい認知症ケア

を理解することや、認知症介護の 負担感を軽

減することを目的に開催しています。

□日時 偶数月第３土曜日

10月16日、12月18日、２月19日

午後１時30分から午後３時まで

□会場 遠野健康福祉の里または

市役所本庁舎

Cafe de O range －オレンジカフェ－

認知症のことや介護について、同じ悩みを

持つ仲間で、コーヒーやお茶を楽しみながら、

お話しを重ねています。

□日時 奇数月第２あるいは第３土曜日

９月18日、11月 13日、１月15日、

３月19日

午後１時30分から午後３時まで

□会場 遠野健康福祉の里 会議室

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か



◆
台
風
15
号
の
進
路(

当
時
の
資
料
を
基
に
作
成
）

地域防災に関する情報交換会を開催

【
関
連
記
事
１
ペ
ー
ジ
】

▼
防
災
・
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の

充
実
の
た
め
の
情
報
交
換

八
月
十
二
日(

木)

、
遠
野
健
康

福
祉
の
里
に
お
い
て
、
「
地
域
防

災
に
関
す
る
情
報
交
換
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
、
丸
ご
と
相
談
員
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
、
自
立

生
活
相
談
窓
口
相
談
員
、
市
消
防

本
部
、
福
祉
の
里
職
員
で
す
。

開
催
の
き
っ
か
け
は
、
現
在
、

丸
ご
と
相
談
員
が
中
心
と
な
っ
て

で
進
め
て
い
る
支
え
合
い
マ
ッ
プ

づ
く
り
に
は
ど
う
し
て
も
防
災
は

外
せ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
の
防
災
対
策
を
学
び
、
相

談
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
マ
ッ
プ

作
り
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
し

た
も
の
で
す
。

冒
頭
に
社
会
福
祉
協
議
会
で
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
の
取
組
状
況
を
報
告
、

続
い
て
遠
野
市
消
防
本
部
千
田
消

防
総
務
課
長
よ
り
市
の
防
災
体
制

並
び
に
土
砂
・
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
紹
介
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

▼
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
と

避
難
情
報
の
見
直
し

土
砂
・
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
平
成
二
十
九
年
度
に
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
想
定
し
得
る
最

大
規
模
の
気
象
条
件
や
過
去
の
災

害
被
害
か
ら
、
危
険
区
域
が
見
直

さ
れ
、
今
年
四
月
に
新
た
な
土
砂
・

浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
制
作
さ

れ
ま
し
た
。(

小
友
町
を
除
く)

ま

た
、
五
月
に
は
、
災
害
対
策
基
本

法
の
一
部
が
改
正
と
な
り
、
市
が

発
令
す
る
避
難
情
報
が
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
広
報
遠
野
七
月
号

に
掲
載
）
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
災

害
が
切
迫
し
て
い
る
か
既
に
災
害

が
発
生
し
て
い
る
段
階
で
は
、
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
速
や
か
な
対
応
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
こ
と
わ
り
】
小
友
町
は
、
平
成

二
十
九
年
発
行
の
マ
ッ
プ
と
変
更
箇

所
が
な
い
た
め
、
今
回
は
製
作
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

▼
消
防
側
と
の
連
携
を
確
認

情
報
交
換
会
を
通
じ
て
改
め
て

感
じ
た
こ
と
は
、
平
常
時
、
災
害

時
で
も
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
主

体
と
な
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に

必
要
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
私
た
ち
の
一
つ
の
役
割
と
な
り

ま
す
。

丸
ご
と
相
談
員
が
進
め
て
い
る

支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
し
、
消
防
本
部

で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部

改
正
と
土
砂
・
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
活
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
説
明

会
の
開
催
を
各
地
区
に
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今

後
、
地
域
に
向
け
た
情
報
提
供
の

機
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
相
談

員
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た

だ
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
福
祉
課
支
え
合
い
支
援
担
当
）

(上)５月に改正された避難情報に関するガイドラインをもとに気象庁が作成したもの。
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/bosai/alertlevel.html

(下)ハザードマップの見かたについて説明を受ける相談員。
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昭和56年８月23日、大型の勢力を保ったまま
の台風15号は、午前中に一関市に入 り午後１時
過ぎには青森県を通過した。
前日か ら降 り始めた雨は、23日の午後まで降 り

続いた。特にも山間部の雨量が 多か ったため、
洪水が 発生して市内に流れ込み、災害とな った。
遠 野市 で はこの被 害によって 国の激 甚災 害 指
定を受けた。
豪雨による河川の増水、堤防の決壊、路盤の

流出等をはじめ、家屋・水道 ・橋梁・農耕地の流
出や 埋没等、被害 は記録的な ものであった。特
に被害が 大きか ったのは、市東部の青笹、上郷

の両地区だ った。上郷小学校 近 くの猫川をはじ
めとして、河内川など市内各地の河川が 氾らん
した。また、国道 28 3号線をはじめ市内主要道の
多 くが 被 災、道路 交通 が 一 時遮 断され た。鉄
道も釜石線の道床が 流出し線路が 宙づりにな る
などして運行不能となり、開通まで 26日間を要し
た。
宮守村でも、村内の河川の増水や農作物の

冠水などが 発生した。鱒沢地区では猿ケ石川
が氾らんし家屋の床上浸水や 一部損壊の被
害を受けた。
（引用元 新編 遠野市史 現代版より ※一部加筆）


